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僕を変えてくれたもの
福井県　坂井市立三国中学校　２年　

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひ),樋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だ),田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ま),真)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひろ),優)　
小学生の時の僕は学校でケンカばかりしていた。もちろん、だれでもかまわずケンカしていたわけではない。嫌がらせをしてくるのはいつも同じ子達で、僕はそんな嫌がらせに我慢することがどうしてもできなかった。　
僕は小さいころから自分の悪かったことを人にうまく伝えられなくて、言い合いになると負けることがよくあった。先生がケンカの原因を聞いてきてもうまく説明できなくて、ウソをついた相手の思うとおりになってしまうのも悔しかった。だから嫌がらせをされると、いつも手が出てしまった。僕がケガすることもあったけれど、相手にケガをさせることもあって、学校でケンカをすると、すぐに家に連絡がいって、僕が小学生の時はずっと問題扱いされていたと思う。

　そんな僕は中学生になって変わった。町内五つの小学校の生徒二百九人が中学校に入学し、一つになった。そんな新しいクラスメートの中で、僕のことをばかにする子はいなかった。逆にとても仲良くしてくれる子がいて、初めて親友と呼べる子ができた。担任の先生も、部活の先生や先輩も、みんな僕に優しくしてくれて、小学校の時と比べて、ケンカをすることは全くなかった。自分の思ったことも少しずつ他の人にきちんと言えるようになった。みんなが急かさないでゆっくり聞いてくれたからだと思う。

　小学生の時、スポーツは何もしていなかったから、中学生になって運動部に入るのは不安だったけれど、警察官に憧れていたので柔道部を選んだ。太っていた体は柔道できたえられて筋力に変わり、太っていると言われることもなくなった。

　人と殴り合いのケンカをしてケガをさせることはいけないことだとわかっていたけれど、自分を抑えることが小学生の時はできなかった。そんな僕を変えてくれたのは中学校でできた友人や先生だった。もちろん自分でも中学生になったら今までとは違う自分になりたいと思っていた。だけど、小学校と同じ環境だったら、もしかしたら変われなかったかもしれない。僕は暗闇からやっと抜け出せて、初めて学校が楽しいと思えるようになった。大げさかもしれないけれど人生が変わった。

　こんな体験をしたから、僕は犯罪や非行を犯してしまった人でも、自分を優しく受け入れてくれる仲間がいれば、きっと立ち直れると思っている。そしてその仲間には犯罪者というレッテルをはらずに接してほしい。

　一度犯罪を犯すといい仕事には就けないとよく聞く。「あの人は犯罪者だ」という目で見られると、自分が変わりたいと思ってもなかなか変わることができない。海外のような誰も自分を知らない所で一からやり直すのは変われるチャンスかもしれない。だけど、言葉が分からないと優しく受け入れてくれることは分からないし、気づかないから変われないと思う。僕は警察官に憧れているけど、元犯罪者だってきっと、やりたいことがあるはずだから、できないと決めつけずに何にでも挑戦できるチャンスがもらえればいいと思う。さらに、怯えることなく安心できる場所ができれば、また犯罪を犯そうと思わなくなるのではないだろうか。
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